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ことの明らかなエチオピア産大麦の6系統，すなわち，E.36，E.290， E.454， E.474， 
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出 葉 日 草丈 (12日後)mm 
正常型 致死型 正常型 致死型
E. 36 4.5 8.9 213土5.43 17土1.62 
E.290 4.4 9.0 220土5.47 33土2.82
E.444 4.2 207土5.15
E.454 4.3 8.2 204土4.83 29土3.07
E.474 4.0 8.2 212土5.35 24土1.89 
E.484 4.1 8.5 209土5.85 19:t2.56 
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が，第 5 図に示したように，正常型の E.36 の根では，その長さは 700~1000μであっ
て，置床27時間以後はほとんど一定である.これに反して， 致死性F1雑種の根では置



















も置床 21~25 時間後を最高として 48 時間後には最大期の1/5程度に縮小してしまう.
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